2009/12/12 阿部・田村

提出資料（課題3.1）：

	１．氏名・所属：

	阿部道彦（工学部建築学科・教授）

田村雅紀（工学部建築都市デザイン学科・准教授）

	２．研究課題：

	中課題３　震災廃棄物の再資源化と高機能化
　小課題　3.1　震災廃棄物の再資源化と高機能化

	３．研究内容：

	背  景：

　日本の都市圏では，巨大震災被害が生じた際に，コンクリート塊をはじめ，廃木材，がれき等の膨大な震災廃棄物が生じるとされている。阪神淡路大震災では，1500万㌧とも云われる大量の被災建設廃棄物が瞬時に発生したのに対し，首都直下型地震では，関東圏八都県市内における人口規模（日本の25％）と，国内総生産の規模（日本の30％）を踏まえ，延べ床面積率，単位面積あたり構造種別平均重量をパラメータとした，除却対象想定戸数を積み上げることで，最終的に阪神淡路大震災の6.4倍程度（9600万㌧）という膨大な被災建設廃棄物が発生する予測もある．つまり，近年の国内の産業廃棄物排出量が8000万㌧程度であることを踏まえると，巨大震災被害が生じた際の震災廃棄物の影響は比較に足り得ない甚大さを帯びたものであり，合理的かつ速やかな適正処理と，積極的な再資源化対策を図ることが，その後の都市機能回復に極めて重要な役割を担うことになる。

研究目的：

コンクリート，外装材，木材等を中心とする建設資材を対象に，受熱・火害を想定した建築資材の相転移の特性や，化学組成ならびに基礎物性等の変化を捉えた上で，材料の基礎物性ならびに健全度の評価を行った後[主な現有設備：示差熱・熱重量分析器，エネルギー分散型蛍光X線分析器，万能力学特性試験機，耐久性試験装置，新規設備：微細構造分析システム]に，これらの建設資材の実際の破壊・解体処理形態を調査をもとに想定したうえで，材の粉砕化・混合化・改質処理を行う[主な現有設備：ジュークラッシャー破砕装置，ボールミル粉砕装置，炭酸ガス固着化処理器]を行い，様々な種類の二次副産材を実際に製造する。

　これらの物理化学的な各種物性の評価を実施した上で，当該材料を導く震災廃棄物の発生機構を明らかにし，当該材料を積極的に再利用・再資源化した各種建設資材を開発・製造する。これらの基礎的物性および微細空隙構造に着眼した力学・耐久性評価を行ない[新規設備：微細構造分析システム]，最終的に積極的な再利用・再資源化により都市機能の早期回復に効果が得られる物質・材料を，地理的条件(需給地特性，輸送距離など)や社会環境条件（天然材料代替可能性，最終処分形態，最終処分場残余量など）を踏まえた上で明らかにし，建材として適切な性能を有し，短期間で製造が可能で一定の需要が見込まれ，最終的に都市基盤形成に資するような新材料の開発とその運用システムを提示する。




	４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割

	　前述のとおり，巨大震災被害が生じた際には膨大な震災廃棄物が生じることになり，かつ，新品材料の生産や入手も通常時より著しく困難となるため，震災廃棄物の合理的かつ速やかな適正処理と，他の副産物の利用も考慮した震災廃棄物の積極的な再資源化対策を図ることが，その後の都市機能回復に極めて重要な役割を担うことになり，当該研究課題の成果が本研究プロジェクトに果たす役割は大きい。



	５．本年度に得られた成果

	　本年度は，以下の３つの課題に取り組み，それぞれ成果を得た。

　(1) 都市圏における廃棄物起源材料，コンクリート材料の需給構造に関する実態調査　

　(2) 都市圏における既存コンクリート構造物の材料諸特性，力学特性，配合調査　　　　

　(3) 緊急時に供給可能な高強度プレキャストコンクリートの中性化の評価に関する基礎研究　

また，廃棄物のリサイクルに関する第２回中日ジョイントシンポジウムを開催し，PostEECの研究結果を含めた成果の公表および情報交換を行った。


	[image: image1.wmf] 


図１　中日ジョイントシンポジウムの論文（2009年9月）

	６．成果の公表実績(2009～2010年度)

	１）田村雅紀，阿部道彦：首都圏に流入するコンクリート用骨材の需給動向調査と輸送時環境負荷評価，工学院大学研究報告　第106号，pp.117-122, 2009.4

２）田村雅紀，阿部道彦：首都圏に流入するコンクリート用骨材の需給動向調査と輸送時環境負荷評価，日本建築学会技術報告集, Vol.15, No.31, pp.631-636, 2009.10

３）田村雅紀，浅見正雄，依田和久，大島正記，斉藤順一：資源環境の保全をめざした二次副産材を導入するコンクリート材料の発展的利用に関する研究（その１　研究概要と環境分析）日本建築学会大会学術講演梗概集， A-1， pp.1133-1134， 2009.8

４）浅見正雄，田村雅紀，依田和久，大島正記，斉藤順一：資源環境の保全をめざした二次副産材を導入するコンクリート材料の発展的利用に関する研究（その２　コンクリートの基礎的物性）日本建築学会大会学術講演梗概集， A-1， pp.1135-1136， 2009.8

５）大和功一郎，増渕敏行，安田弘喜，阿部 道彦：ＰＣａコンクリートの促進中性化に関する研究, コンクリート工学年次論文集, Vol.31, No.1, pp.943-947, 2009.7

６）桐山宏和，阿部道彦，増渕 敏行，安田 弘喜，荒川琢也，蜂須賀元文：ＰＣａコンクリートの促進中性化に関する研究, 日本建築学会大会学術講演梗概集, A-1, pp.759-760, 2009.8

７）M Tamura,他Environmental Impact Evaluation of In-transit and Usage of Concrete Materials conveyed to Tokyo District for promoting the Building Stock Management，SB10 Seoul, 2010.2（予定）

８）M Tamura,他 A Strategic Study on Concrete Materials Including a Full Range of Secondary Byproducts Aiming for a Closed Resource Conservation System in Japan, fib2010 Wasington,2010.6(予定)

  など




	７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容

	①基本研究費：400(材料費，論文投稿費，アルバイト等

②追加申請分：400（海外論文投稿費２件20万円，実験費用20万円）

　＊以下の新規設備費は私学助成で購入する（結果待ち）

　　18,000(材料細孔構造測定装置11,000，Ｘ線回折装置7,000)

	８．次年度以降の年次計画

	2010年度：

　(4) 緊急時に供給可能な高強度プレキャストコンクリートの中性化の評価に関する発展研究　

　(5) 都市圏における各種材料の環境影響評価

2011年度：

　(6) 解体廃棄物を用いた各種の低品位資材化検討

　(7) 各種の低品位資材を用いた木質系材料，コンクリート系材料の製造　

2012年度：

　(8) 低発熱型セメントを用いたコンクリート系材料の耐久性の評価に関する研究　

　(9) 完全リサイクル材料を用いた複合材料の高機能化に関する研究

2013年度：

　(10) 震災廃棄物起源の各種複合材料の性能評価方法の確立

　(11) 震災廃棄物起源の各種複合材料の運用に伴う環境シュミレーションの実施

　(12) 震災復興期における短中期的な機能継続に資する高度利活用のシナリオ構築

2014年度：

　(13) 研究の総括・全体とりまとめ


	９．本研究に関連する過去の業績　

	所属・職名
	研究者名
	発表論文名・著書名，号，ページ
	発表年・月
	査読有無

	阿部道彦・

工学院大学・

教授
	杉山央，桝田佳寛，阿部道彦，安田正雪
	高強度コンクリートを用いた実大柱部材の材齢15年における強度性状および中性化，

日本建築学会構造系論文集第631号，pp.1459-1466
	2008年9月
	有

	
	阿部道彦
	天然骨材の現状と課題，

コンクリート工学，Vol.46, No.5, pp.4-10
	2008年5月
	無

	
	嵩英雄，石川嘉崇，桝田佳寛，阿部道彦他
	フライアッシュを使用するコンクリートの調合設計・施工指針・同解説，

日本建築学会
	2007年10月
	有

	
	安田正雪，阿部道彦，千歩修，小山智幸
	１０年屋外暴露したフライアッシュを使用したコンクリートの性状，

コンクリート工学年次論文集,Vol.29, No.1, pp.777-782
	2007年7月
	有

	
	玉井孝幸，嵩英雄，阿部道彦，友澤史紀，本橋健司，押田文雄
	25年経過した実大ＲＣ壁体における普通および流動化コンクリートの中性化に関する研究，

日本建築学会構造系論文集　第614号，pp.1-7
	2007年4月
	有

	
	嵩英雄，玉井孝幸，阿部道彦，友澤史紀，本橋健司，押田文雄
	25年経過した実大鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁体における普通および流動化コンクリートの構造体強度に関する研究，

日本建築学会構造系論文集　第612号，pp.1-7
	2007年2月
	有

	
	清水昭之，阿部道彦他
	電気炉酸化スラグ細骨材を用いるコンクリートの設計施工指針（案）・同解説

日本建築学会
	2005年９月
	有

	田村雅紀・

工学院大学・

准教授
	田村雅紀，阿部道彦
	首都圏に流入するコンクリート用骨材の需給動向調査と輸送時環境負荷評価，日本建築学会技術報告集, Vol.15, No.31, pp.631-636
	2009年10月
	有

	
	M.Tamura Y.Kitsutaka,
	Long-Term Preserving Effect on Aggregate-Recovery-Type Completely Recyclable Concrete 11DBMC International Conference on Durability of Building Materials and Components,ISTANBUL-TURKEY
	2008年６月
	有

	
	蛭田暁, 橘高義典, 田村雅紀
	壁塗り仕上材料の色彩調合設計方法に関する研究，

日本建築学会構造系論文集，Vol.73  No.624
	2008年２月
	有

	
	M Tsujino, T Noguchi, M Tamura,M Kanematsu, I Maruyama,
	Application of Conventionally Recycled Coarse Aggregate to Concrete Structure by Surface Modification Treatment　Journal of Advanced Concrete Technology, Volume 5, No.1
	2007年12月
	有

	
	M.Tamura, T.Kondo et al.
	Surface Characteristics of Concrete with environment-conscious Synthetic Resin Type Formwork Part 1,   Proceedings of 2nd ACF, Recent Development of Concrete Technology and Structure, Bali, CD-ROM
	2006年11月
	有

	
	田村雅紀,橘高義典,新井健志,松沢晃一
	各種コンクリートのひび割れ補修による靱性回復とその耐久性維持効果に関する研究,

日本建築学会構造系論文集, 第591号, pp.19-24
	2005年５月
	有

	
	田村雅紀, 野口貴文, 友澤史紀
	セメント回収型完全リサイクルコンクリートの完全リサイクル住宅(SPRH)への実施工検討, 

日本建築学会技術報告集, 第21号, pp.27-32
	2005年６月
	有

	
	田村雅紀, 野口貴文, 友澤史紀
	コンクリート構造物における環境側面と社会ニーズ抽出手法に関する一考察, 

コンクリート工学年次論文報告集, Vol.27, No.1, pp.1501-1506
	2005年６月
	有

	
	M.Tamura, T. NOGUCHI
	Environmental Aspects Conscious Design Strategy for Concrete Structures, CANMET/ACI/JCI Symp. on Sustainable Development of Cement and Concrete Structures, pp.319-331
	2005年11月
	無

	
	田村雅紀, 近藤照夫, 茨田匠,他
	光学原理による携帯型ひび割れ幅測定器の開発と性能評価, 

日本建築学会技術報告集, 第19号, pp.33-38
	2004年６月
	有

	１０．期待される成果と公表計画

	　以上の検討を実施し，総合的な都市減災と甚大災害を受けた後の早期における都市機能の回復を図るための基礎基盤技術を行うために，本研究設備の整備が必要不可欠となる。同時に，本研究は，資源の有効活用を前提とした，都市圏における建設物の廃棄処理段階も含めた資源循環の仕組みと，都市構造物自身の耐久性を高めて長寿命化するという社会的要請に対しても有益な基礎資料を提供するものとなるため，次の規格類の改定にその成果を反映することができる。
・日本工業規格(JIS)に規定されている建材の品質基準の見直し

・日本建築学会の鉄筋コンクリート工事標準仕様書・関連指針類規定の見直し



	１１．学外研究者：

	黒田泰弘・清水建設（株）技術研究所　　　　再資源化材料の性能評価
名知洋子・清水建設（株）技術研究所　　　　再資源化材料の性能評価

依田和久・鹿島技術研究所：　　　　　　　　再資源化材料の試験実施

斉藤順一・株式会社八洋コンサルタント　　　再資源化材料の試験実施

原田健二・BASFポゾリス株式会社　　　　　再資源化材料の試験実施

曽根徳明・太平洋コンサルタント　　　　　　再資源化技術の評価

古賀康男・宇部三菱セメント研究所　　　　　再資源化技術の評価

立屋敷久志・三菱マテリアル　　　　　　　　再資源化技術の評価

真野真次・建材試験センター　　　　　　　　スラグ材料の高度利用

中村則清・建材試験センター　　　　　　　　耐久性試験方法の評価

嵩英雄・総合研究所研究員　　　　　　　　　既存コンクリートの性能評価

石川嘉崇・電源開発　　　　　　　　　　　　スラグ材料の高度利用



	１２．協力機関：

	　　（独）建築研究所　　　2010～2014  鹿毛忠継　0298-56-6572

     (社)鐵鋼スラグ協会   2010～2011 竹田重三　03-6867-6199



	１３．科学研究費補助金の申請・採択状況

	H19～21年度／若手B／コンクリート構造物における炭酸ガス固定化効果の基礎的検討

／田村雅紀・代表／3300千円



	１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等

	H21年度／日本建築学会・原子力発電所RC工事研究小委員会・基礎研究WG研究委託

／資源環境の保全をめざした二次副産材を導入するコンクリート材料の発展的利用／田村雅紀・代表／1200千円



	１５．研究設備

	特になし



	１６．その他の研究装置・設備の概要

	　本装置は，UDM研究に関連づけ私学助成により申請した設備である。設備は以下により構成される。

－微細構造分析システム－

①自動ポロシメータ（オートポアⅣ9510）

木質材料･外装材料・ｺﾝｸﾘｰﾄ系材料による震災廃棄物，副産材料，再生材料，新材料等の総細孔量・細孔径分布を測定する装置

②Ｘ線回析装置(XRD-6100)

木質材料･外装材料・ｺﾝｸﾘｰﾄ系材料による震災廃棄物，副産材料，再生材料，新材料等の結晶・鉱物組成を分析する装置
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鉱

物
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分
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（EECプロジェクトによる設置設備）

2001年　複合耐久性試験装置　　　　コンクリート系材料の耐久性試験

2006年　可変式促進中性化試験装置　コンクリート系材料の中性化試験




